
様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 佛教大学 プロジェクト演習美山グループ 

設定課題 学生提案 

事業名 高齢者の生きがい共創プロジェクト 

事業の概要 

高齢者と農作業や清掃活動を行うことで、世代間交流を促し、高齢

者の生きがいづくりにつなげるとともに、高齢者の話を聞く傾聴ボラ

ンティアを実施した。 

事業費総額 33,734 円 うち交付金額 33,734 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

調査の実施により、実際の高齢化の状況を詳し

く知ることができた。活動を通して、地域との関

わりが持てた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（平日に活動できるメンバーの確保

と、活動内容の調整） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 
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様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 佛教大学 「美山応援プロジェクト」チーム 

設定課題 学生提案 

事業名 美山応援プロジェクト 

事業の概要 

「知井地区文化の集い」に参加し、コミュニティカフェの開催や美

山産の食材を使った商品開発を実施。大学と美山町の歴史を紹介する

ポスターや、かやぶき民家の模型展示も行った。 

事業費総額 36,611 円 うち交付金額 12,817 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

美山の人々や自然とふれあうことで、学生がより

美山に興味を持つことになった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（取り組みに対し、後手にまわり、

期日に追われることになった） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 
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様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 明治国際医療大学 町の保健室 

設定課題 学生提案 

事業名 「町の保健室」事業 

事業の概要 

 地域の拠点施設を活用し、健康相談や健康教育を定期的に実施し、

社協スタッフの研修会において、その成果を発表した。併せて、子育

てサークルの事業にも学生ボランティアとして参加した。 

事業費総額 100,322 円 うち交付金額 100,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

地域包括ケア的役割の一端を担った。将来の医

療者としての地域づくりに貢献できる力量形成

につながった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（現在は教員のサポートがなければ

事業実施が困難であり、学生が独立して事業が実

施できる体制づくりが必要） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

 


